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1 個別事業に係る委員会意見

１

農業農村整備事業
（中山間地域総合

　整備事業）

十和田西部
（十和田市）

1,241,000

H22～H30

（事業効果の発現状況等）
　中山間地域総合整備事業による効果が十分発現しており、地域住民も効果を十分認識
していることから、これまでと同様に事業計画を策定する。

（改善措置・再度の事後評価の必要性）
　アンケート結果では、「改善点がある」との回答はあったが、ガードレールの追加設
置や本整備から下流区間の追加整備などの要望であった。
　全体として事業目的は達成されており、再度の事後評価は必要ない。また、本事業
は、農林水産省による「新たな土地改良の効果算定マニュアル」に基づき、適切に便
益・費用を算出していることから、事業評価手法の見直しは必要ないものと考える。

（今後に向けた留意点）
　従来から事業実施に当たっては地元住民の要望を踏まえながら、整備路線や整備範囲
を決定しているが、今回のアンケートにはいくつか改善を求める意見も出ていることか
ら、今後も引き続き地元の合意形成を図りながら事業を進めていくこととする。

　県の評価結果については異論が
ない。

令和５年度公共事業事後評価対象事業に係る県の評価結果に対する委員会意見

　当委員会は、平成３０年度に完了した４２事業（農林水産部２３、県土整備部１９）の中から、以下の３事業について審議した。

　＜選定理由＞

　・事業効果等の確認が特に必要と判断する事業（１番、２番、３番）

番号
事 業 名
箇所名等

（市町村名）

全体事業費
（千円）
工　　期

県の評価結果（概要） 公共事業再評価等審議委員会意見
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２

水産基盤整備事業
(水産環境整備事業)

赤石・風合瀬
(鰺ヶ沢町、深浦町)

2,310,000

H23～H30

（事業効果の発現状況等）
　増殖場や魚礁漁場の整備効果が発現されており、漁業者にも効果を認識していただい
ていることから、これまでと同様の事業計画を策定する。

（改善措置・再度の事後評価の必要性）
　アンケート結果では、「改善点がある」との回答はあったが、「魚礁の数を増やせな
いか」「効果について継続的に変化を把握する必要がある」など施設の整備や管理に関
するものであった。
　全体として事業目的は達成されており、再度の事後評価は必要ない。また、本事業
は、水産庁漁港漁場整備部による「水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン
（令和５年６月改訂）」に基づき、適切に便益・費用を算出し評価していることから、
事業評価手法の見直しは必要ないものと考える。

（今後に向けた留意点）
　アンケート調査の結果では、「今後の水産環境整備事業実施への期待」に関する意見
が多くあった一方で、本事業の認知度が低かったことから、同種事業の実施にあたって
は、関係する市町村や漁業協同組合へ積極的に情報提供し、事業の認知度向上を図りな
がら事業を進めて行く必要がある。

　県の評価結果については異論が
ない。

３

港湾事業
（地域再生基盤強化

事業）

七里長浜港
鳴沢地区

（鰺ヶ沢町）

8,672,000

H3～H30

（事業効果の発現状況等）
　アンケートでは、「岸壁での貨物の荷役を安全に行うことができる」という設問に対
し、「達成された」「おおむね達成された」との回答が過半数を超えている。
　また、「各生コン会社は陸路で砕石を運搬していたが、船で安価で搬入できるように
なった」との意見が挙げられている。

（改善措置・再度の事後評価の必要性）
　アンケートでは「改善点がある」との意見があり、「水深が確保されていない」とい
う声が挙げられているが、現在、浚渫事業を実施しており、水深不足は解消される見込
みである。
　全体として事業目的は達成されており、再度の事後評価は必要ない。また、本事業は
「港湾整備事業の費用対効果分析マニュアル」により、適切に費用及び便益を算出して
いることから、事業評価手法の見直しは必要ないと考える。

（今後に向けた留意点）
　アンケートやヒアリングを実施し、回頭水域や船舶の大型化に関する意見等を確認し
ながら進めていくこととする。

　県の評価結果については異論が
ない。
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青森県公共事業再評価等審議委員会  委員名簿 
 

区    分 氏      名 所   属 ・ 役   職   等 

委 員 長 大橋 忠宏 弘前大学 人文社会科学部 教授 

委    員 石田   清 弘前大学 農学生命科学部 教授 

委    員 小山 真美 株式会社小山 専務取締役 

委    員 樺   克裕 青森公立大学 経営経済学部 教授 

委  員 高瀬 慎介 八戸工業大学 工学部 教授 

委    員 髙松 利恵子 北里大学 獣医学部 准教授 

委    員 南   將人 八戸工業高等専門学校 産業システム工学科 教授 

委    員 森    淳 北里大学 獣医学部 教授 

委    員 森    洋 弘前大学 農学生命科学部 教授 

委    員 渡辺  力 函館工業高等専門学校 社会基盤工学科 教授 

（10 名）  （敬称略・五十音順） 

 

 

青森県公共事業再評価等審議委員会  審議経過 

 

第１回 令和５年６月６日（火） 

■令和５年度再評価対象事業に係る県の対応方針(案)の審議〔１９地区〕 

■現地調査実施の検討 

■再評価対象事業に係る委員会意見の決定〔１９地区〕 

 

第２回 令和５年１０月２３日（月） 

■再評価に関する意見書の取りまとめ 

■令和５年度事後評価結果の説明及び審議〔３地区〕 

■事後評価に関する意見書の取りまとめ 

■令和６年度事後評価対象事業の選定 
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